
　本校は、平成27年度から５年間、文部科学省指定スーパー
グローバルハイスクール（ＳＧＨ）として、グローバルな社会
課題の解決に取り組む探究活動を行ってきました。これは、各
教科の知識・技能を活用しながら、自ら課題を見つけ、解決に
向けて主体的・協働的に取り組む学習活動です。この活動を通
してグローバルリーダーに必要な資質・能力を育てるとともに、
英語の研究発表で世界大会の最高賞を獲得するなどの成果を挙
げました。　
　そして、令和３年度からは文部科学省「ＳＧＨネットワー
ク」参加校として認められ、引き続き「総合的な探究の時間」
において、県内外の高校・大学や研究機関、地域の方々などと
も連携しながら、探究活動を進めています。特に２年生からは、
２つのコースに分かれ、自身の興味・関心や進路志望に応じた
探究活動を行っています。
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＜中高共通の校訓＞
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かけがえのない仲間と共に
【高校１年】

【高校２、３年】

探究活動（ＳＧＨネットワーク）
再び、ＳＧＨとして、世界や地域の課題解決に挑む

伝統を継承する、部活動

高い志をもって、大学進学へ

通学について

主な進学先

秋田県立秋田南高等学校中等部

進学、就職の状況
進学

205名
就職

1名

四年制大学合格者
国公立

158名
（令和３年３月卒業230名）

私立

210名

国公立大学
○北海道大学　　○東北大学
○大阪大学　　　○国際教養大学
○新潟大学　　　○金沢大学
○東京学芸大学　○横浜国立大学
○秋田大学　など

私立大学
○慶應義塾大学　○上智大学
○明治大学　　　○立教大学
○中央大学　　　○法政大学
○東北医科薬科大学　
○東北学院大学
○東北福祉大学など

【学校までの主なアクセス】

ＪＲ羽後牛島駅から約0.6km
ＪＲ秋田駅西口から約3.7km
秋田道秋田南ＩＣから約7.2km
二ツ屋下丁バス停から約0.3km

福沢諭吉が、自身の著書の中で、自らが大切にしてい
る考えをわかりやすく表した言葉です。人を頼らずに自
己の人格と尊厳を保つことの大切さを表す言葉として時
代を超え、今に生きています。

本校が目指すグローバルリーダーの育成において大切
な精神であると考え、これまで高校の校訓として長く大
切にしてきた言葉を中等部でも受け継ぎ、中高共通の校
訓としています。

〒010－1437　秋田県秋田市仁井田緑町４－１
TEL　０１８－８３３－７４３１
FAX　０１８－８３３－７４３２
URL　https://akitaminami-h.wixsite.com/akitaminami
E-mail　akitaminami-h@akita-pref.ed.jp

　中入生（中学１年から在籍する生徒）と、高入生（高校
から新たに入学する生徒）は、別学級で学習します。中学
校までの学習の違いに配慮するねらいがあります。

　 自分の適性や進路の希望などを考え、文系か理系、いず
れかを選びます。中入生と高入生が同じ学級で学びます。

　本校では、文武両道を掲げて学業と部活動の両立を実践して
います。部活動を通して豊かでたくましい心身の育成を目指
し、最近では剣道部、陸上競技部、山岳部、アーチェリー部が
インターハイ出場を果たしています。また、野球部やサッカー
部、バスケットボール部も全国大会を目指し活発に活動をして
います。文化部では、伝統ある吹奏楽部は全日本吹奏楽コン
クール銀賞、文芸部や美術部も全国大会に出場するなど活躍し
ています。生徒会活動も事務局員を中心に活動が盛んです。

　現在、生徒の多くが、電車
やバス、自転車などを使って
通学しています。
  学校から最も近いＪＲ羽後
牛島駅から10分ほど歩くと
学校に着きます。

■運動部  ※令和３年度現在▲

陸上競技▲

サッカー▲

ハンドボール▲

男子バスケットボール▲

女子バスケットボール

■文化部▲

文芸▲

演劇▲

写真

▲

吹奏楽▲

茶道▲

書道 

▲

美術▲

自然科学

▲

バレーボール▲

バドミントン▲

山岳▲

ソフトテニス▲

硬式野球

▲

水泳▲

剣道▲

柔道▲

ラグビー▲

アーチェリー

奥
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オンラインでの研究指導 多彩な講師陣による講座

公共ホールでの英語発表 協働で探究を深める

各学年の探究活動の概要
■高１
・「総合的な探究の時間」にグループ研究を行います。
・ＳＤＧｓ（国連サミットで採択された17の持続可能な開発

目標）など、グローバル課題の解決をテーマとします。
・ ①課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・

表現、という探究活動の一連の流れを経験し、活動の最後
には全てのグループが発表を行います。

■高２～３　　※選択により２コースに分かれます。
＜学術探究コース＞
・高い進路目標をもった生徒を対象としたコースで、グロー

バルな社会課題や幅広い自然現象について自らテーマを設
定し、グループで探究活動を行います。

・大学との連携により研究を指導していただくほか、研究機
関やグローバル企業等の視察・見学ツアーを行います。

・研究成果は、公共ホールにて英語でプレゼンテーション発
表し、最終的な成果物として論文にまとめます。

＜総合探究コース＞
・将来学びたい学問分野や職業に関わるテーマについて、自

身の進路や将来につながる個人研究を行うコースです。
・同じ分野について学ぶ仲間と協働して探究を深めます。
・研究レポートを作成し、自らの進路選択にも生かします。



　部活動などを通して仲間と切磋琢磨することにより、心と体
は大きく成長します。本校では「文武両道」の実現を目指して
頑張る生徒を応援します。
　中高６年間の一貫した指導により、活動が一層充実するよう
バックアップします。

　「中高のつながり」や「一貫した教
育の展開」など、中高一貫教育校と
してのコンセプトを踏まえ、中等部
の校章や校歌は、母体校である秋田
南高校のものを継承しています。校
章のアレンジは、高校の美術部員が
担当しました。

　わたしたちが抱える、少子化や高齢化、経済の活性化、国際協調などの課題は、他の地域や国にとっても共通した課題となっています。また、
こうした課題は、自分たちの住む地域や日本だけで解決できるものではなく、他の地域や国に住む人々との対話がとても重要です。
　本校では、グローバルな課題に関心をもち、しっかりと向き合い、その解決に向けて取り組む人を育てたいと考えています。

中　等　部基本理念基本理念

郷土や国家を支える高い志と
国際的な視野を備えた
グローバルリーダーの育成

郷土や国家を支える高い志と
国際的な視野を備えた
グローバルリーダーの育成

あなたの「学びたい」に応えます

■英語で討論できる力の育成を目指す学習
　・秋田に留学している大学生との交流授業
　・英語や国語に関連する学校独自の教科設定

（例：中１～３【J.E.Communication】）

■国際的な教養や問題解決能力を育てる学習
・各教科の学習や総合的な学習の時間、特別活動における、
　グローバルな課題の解決をテーマにした探究的な学習

■中高の先生が連携した指導
　・基礎・基本の定着や、個に応じた指導の充実
　・中高教員それぞれの持ち味を生かした指導

■科学的に考えたり表現したりする力を身に付ける学習
　・数学科において標準を上回る時数を設定

（例：中学２年数学科→週４時間）
　・数学科、理科に関する学校独自の教科設定

（例：中３【クリエイティブサイエンス】）

■各教科における発展的な学習
　・中学校の学びを広げ深める、高校の内容を取り入れた学習

　

　

■高校生や仲間と学び会う機会
・中高合同の行事や学習会など、異年齢間での学び合い
・海外連携校とのオンラインでの交流活動や留学生との交流
　など、多様な国際交流の機会

　

【学校独自の教科①：J.E.Communication】

【学校独自の教科②：クリエイティブサイエンス】

刻もう、生活のリズム

○グローバルリーダーって、どんな人だろう。

○グローバルな課題の解決に向けて取り組む人になる。

※グローバル：「国境を越えて地球全体に関わる様子」「世界規模の」という意味です。

受け継ぐ精神。校章と校歌

基礎期
中１　中２

探究期
中３　高１

飛躍期
高２　高３

中高の６年間を見通した学びの流れ 中高一貫教育校のメリット

　　高合同による活動や、
様々な体験活動を通して、社
会性や豊かな人間性を育成し
ます。

中 　　校入試のないゆとりの中
で、勉強や部活動など様々な
活動にじっくりと取り組む機
会をつくります。

高

　　年間を見通した計画的な
教育課程の下、学習内容を深
め、広げる発展的な学習を取
り入れます。

６ 　　徒一人一人の成長に応じ
て、きめ細かな指導を継続的
に行い、個性や能力を伸ばし
ます。

生

こんな人を育てます

J.E.Communication 1
特別活動 1

道徳の時間 1

保健体育 3

理科 3

社会 3

技術・家庭 2

英語 4

数学 4

国語 4

中学１年：週30時間
（標準は週29時間）

総合的な学習の時間 1.4

J.E.Communication 1
特別活動 1

音楽 1
美術 1

保健体育 3

社会 3

技術・家庭 2

英語 4

数学 4
（標準は３）

理科 4

国語 4

中学２年：週31時間
（標準は週29時間）

J.E.Communication 1
クリエイティブサイエンス 1

特別活動 1

道徳の時間 1

技術・家庭 1

音楽 1
美術 1

保健体育 3

国語 3

総合的な学習の時間 2

英語 4

数学 4

理科 4

社会 4

中学３年：週31時間
（標準は週29時間）

一日の日課 （６校時授業の場合）

一年間の主な行事予定

一週間の時間割 （中学１年）

～8：20
8：25
8：40

～ 　

12：30
12：30
13：25

～ 　

15：15
15：20

４月　
　前期始業式
　入学式
　学力推移調査Ⅰ
　秋田市春季大会
５月　
　宿泊学習（１年）
　生徒総会
　全国学力テスト（３年）
６月　
　第１回定期考査
　秋田市中総体
７月　
　秋南祭
　秋田県中総体
　学力テスト①（３年）
　夏季休業

８月　
　学級対抗
　宿泊学習（２年）
９月　
　第２回定期考査
　学力推移調査Ⅱ
　前期終業式　
10月　
　秋季休業
   後期始業式
   運動会
11月　
　合唱祭
12月　
　第３回定期考査
　県学習状況調査（１・２年）
　学力テスト②（３年）
　冬季休業

１月　
　学力推移調査Ⅲ
２月　
　第４回定期考査
　修学旅行（３年）
３月　
　卒業式
　チャレンジテスト（３年）
　修了式
　春季休業

※下線の付いた行事に
　ついては、中高合同
　で行います。

登校完了
朝の会
１～４校時
（休み時間は
　　各10分間）
給食、昼休み
５～６校時
（休み時間は
　　各10分間）
帰りの会、清掃

目指せ、「文武両道」

■中等部生徒会長　齋藤　千愛莉　さん

中等部３年生（第４期生）の声

月１

月２

月３

月４

月５

月６

火１

火２

火３

火４

火５

水１

水２

水３

水４

水５

給食、昼休み

木１

木２

木３

木４

木５

木６

金１

金２

金３

金４

金５

金６
※中学２・３年は週31時間に

）時校７日曜木（。すまりな

火６

火７

▶硬式野球 ▶バスケットボール（男女）
▶陸上競技 ▶剣道
▶柔道 ▶ソフトテニス
▶サッカー ▶吹奏楽
▶自然科学 ▶美術
▶日本文化

【開設している部活動】

【校　章】

道徳の時間 1

総合的な学習の時間 2

音楽 1.3

美術 1.3

　グローバルリーダーとは、グローバル化が進展する社会の中でリーダーとして活躍できる人材です。
　具体的には、優れたコミュニケーション能力や問題解決能力を備え、多様な考えや価値観をもつ集団をリードし、協働して課題の解
決に取り組む人材です。

　基礎的な知識や技
能を確実に身に付け
ながら、知的好奇心
を養っていきます。
　学び方や学習習慣
をしっかりと身に付
けます。

　世界に興味・関心
を広げ、幅広い教養
を身に付けます。
　夢や志を育て、自
分の在り方や生き方
について深く考えま
す。

　思考力や表現力に
さらに磨きをかけま
す。
　将来の夢の実現に
向け、大学進学など、
次のステップを目指
して全力を注ぎます。

■「獨立自尊」の精神を培い、世界に雄飛し、各界のリー
ダーとして活躍できる人間を育成します。

■「文武両道」の実践に努め、幅広い活動を通して豊かな人
間性と大きな志を育て、主体的に社会に貢献できる心身と
もに健康な人間を育成します。

■一人一人の能力を最大限伸ばし、高い知性と幅広い教養を
もち、未来社会を切り拓く新たな価値を創造できる人間を
育成します。

■ふるさと秋田や日本の文化・伝統を尊重するとともに、国
際社会の平和と発展を目指し、グローバルに考え行動でき
る人間を育成します。

様々な体験が、自分をつくる
　中学校だけで行う行事に加え、様々な「中高合同行事」を予定
しています。同級生や先生との活動にとどまらず、高校の先輩や
先生との触れ合いなど、幅広い人間関係を通して、生き方やもの
ごとを深く考える機会になるでしょう。
　また、３年生では語学研修や海外の文化に触れることを目的
に、シンガポールへ４泊５日の修学旅行を計画しています。

○長期休業などの日程は、基本的に中高で同一です。  
○今後も、中高合同の様々な学習や体験活動等を行っていく
　予定です。

　南高中等部は、早くから自分の進路について考えを深めることがで
きるので、普段の勉強の意欲も自然に湧いてきます。クラス全員の仲
が良く、行事も盛んです。委員会・部活動も充実していて、毎日楽し
いです。

■中等部陸上競技部　髙橋　煌司　さん
　中等部陸上競技部では、高校生のレベルの高い練習を間近で見た
り、時には合同で練習したり、一歩先の自分を見据えて活動できま
す。県内各地から集まる仲間たちと和気あいあいとした雰囲気の中
で、お互いを高め合えることが、本校陸上競技部の魅力です。

　日本語や英語を使ってコミュニケーションを行う方法について
学びます。日常の会話やディスカッション、ディベートなど、
様々な活動を通して表現力を高めます。

　自分が興味をもった、数学や理科に関する課題について、解決
の方法を探りながら研究を進めます。研究成果をまとめ、発表す
る活動を通して、表現力を高めます。

before

after

クリエイティブサイエンス研究ポスター

活動の様子

校内発表会（2月）


